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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2022年２月28日に提出いたしました第75期（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第５　経理の状況

　　１　連結財務諸表等

　　　(1）連結財務諸表

　　　　　注記事項

　　　　　(重要な会計上の見積り)

　　　　　(連結損益計算書関係)

　　２　財務諸表等

　　　(1）財務諸表

　　　　　注記事項

　　　　　(重要な会計上の見積り)

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部 【企業情報】

第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

【注記事項】

(重要な会計上の見積り)

（訂正前）

たな卸資産の評価

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

 当社及び連結子会社は製品4,886,661千円、仕掛品2,038,298千円、原材料及び貯蔵品1,706,178千円を保有し、当連

結会計年度において長期滞留のたな卸資産の評価減額785,588千円を売上原価として計上しております。

　（省略）

 
（訂正後）

たな卸資産の評価

(1) 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

 当社及び連結子会社は製品4,886,661千円、仕掛品2,038,298千円、原材料及び貯蔵品1,706,178千円を保有し、当連

結会計年度において、たな卸資産の収益性の低下による簿価切下額の一部である長期滞留のたな卸資産評価損（洗替

法による戻入額相殺後）56,916千円が売上原価に含まれております。

 なお、たな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は「注記事項（連結損益計算書関係）※５」に記載しておりま

す。

　（省略）
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(連結損益計算書関係)

（訂正前）

　（省略）

※５　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次のとおりであります。

　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後（洗替）の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に

含まれております。

 
前連結会計年度

(自 2019年12月１日
 至 2020年11月30日)

当連結会計年度
(自 2020年12月１日
 至 2021年11月30日)

前期たな卸評価損 △201,743千円 △145,761千円

当期たな卸評価損 145,761千円 80,746千円

売上原価 △55,981千円 △65,015千円
 

　（省略）

 
（訂正後）

　（省略）

※５　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は次のとおりであります。

　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後（洗替）の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に

含まれております。

 
前連結会計年度

(自 2019年12月１日
 至 2020年11月30日)

当連結会計年度
(自 2020年12月１日
 至 2021年11月30日)

たな卸資産評価損 △138,111千円 37,812千円
 

　（省略）

 
２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

【注記事項】

(重要な会計上の見積り)

（訂正前）

たな卸資産の評価

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

当社は製品4,745,930千円、仕掛品1,686,645千円、原材料及び貯蔵品1,630,751千円を保有し、当事業年度におい

て長期滞留のたな卸資産の評価減額784,680千円を売上原価として計上しております。

　（省略）

 
（訂正後）

たな卸資産の評価

(1) 当事業年度の財務諸表に計上した金額

当社は製品4,745,930千円、仕掛品1,686,645千円、原材料及び貯蔵品1,630,751千円を保有し、当事業年度におい

て、たな卸資産の収益性の低下による簿価切下額の一部である長期滞留のたな卸資産評価損（洗替法による戻入額

相殺後）56,183千円が売上原価に含まれております。

　（省略）
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

（訂正前）

　（省略）

たな卸資産の評価減の十分性

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

【注記事項】(重要な会計上の見積り)に記載のとおり、
当社及び連結子会社は製品4,886,661千円、仕掛品
2,038,298千円、原材料及び貯蔵品 1,706,178千円を保
有しており、当連結会計年度において、長期滞留のたな
卸資産の評価減額 785,588 千円を売上原価として計上
している。
 
会社の事業は、電子産業分野向け材料の製造販売を中心
としていることから、各顧客の厳格な品質要求に対応し
た製品供給が求められるとともに、品質要求充足後も顧
客による長期の製品検証プロセスを経て販売が可能とな
る製品がある。また、多品種を少量販売する事業である
ため、生産効率の観点から一定の見込み生産を行い、長
期間をかけて製品を販売する特性もある。そのため、製
品の滞留が発生する他、最終製品に至る中間生産品とし
て在庫する仕掛品や特定製品の製造のために保有する原
材料及び貯蔵品についても滞留が発生する。
 
このような会社の事業特性から、製品、仕掛品、原材料
及び貯蔵品の回転期間が長期化しており、当該在庫金額
に重要性がある。
 
会社は上記のような状況を踏まえて長期滞留のたな卸資
産の評価に当たって、一定の滞留期間を超える場合に規
則的に帳簿価額を切り下げるとともに顧客による製品検
証プロセスの経過期間や進展状況を継続的に把握する
他、滞留期間や需要動向等の外部環境の変化を勘案して
貸借対照表価額を算定している。
 
長期滞留のたな卸資産には金額的重要性があること、た
な卸資産の評価減額の決定には経営者の判断が必要とな
るものもあることから、当監査法人は当該事項を監査上
の主要な検討事項に該当するものと判断した。
 

当監査法人は、たな卸資産の評価の妥当性を検討するに
当たり、主として以下の監査手続を実施した。
 

● たな卸資産の評価を適切に実施するために会社が構築
している内部統制の整備状況の検討及び運用評価を実
施した。

● たな卸資産の評価検討資料における諸数値（数量・金
額・入庫日）とたな卸資産管理システムにおける各記
録数値との一致を確かめた。

● 滞留期間や販売実績から販売が見込まれないリスクが
相対的に高いたな卸資産について、顧客による製品検
証プロセスの進展や需要動向に係る経営者の判断を聴
取し、たな卸資産の評価額に係る経営者の見積りの合
理性を検討した。

● 過年度のたな卸資産の評価減額と損失実績額を比較
し、経営者の見積りの精度を評価した。
 

 

　（省略）
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（訂正後）

　（省略）

たな卸資産の評価減の十分性

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

【注記事項】(重要な会計上の見積り)に記載のとおり、
当社及び連結子会社は製品4,886,661千円、仕掛品
2,038,298千円、原材料及び貯蔵品 1,706,178千円を保
有しており、当連結会計年度において、たな卸資産の収
益性の低下による簿価切下額の一部である長期滞留のた
な卸資産評価損（洗替法による戻入額相殺後）56,916千
円が売上原価に含まれている。
 
会社の事業は、電子産業分野向け材料の製造販売を中心
としていることから、各顧客の厳格な品質要求に対応し
た製品供給が求められるとともに、品質要求充足後も顧
客による長期の製品検証プロセスを経て販売が可能とな
る製品がある。また、多品種を少量販売する事業である
ため、生産効率の観点から一定の見込み生産を行い、長
期間をかけて製品を販売する特性もある。そのため、製
品の滞留が発生する他、最終製品に至る中間生産品とし
て在庫する仕掛品や特定製品の製造のために保有する原
材料及び貯蔵品についても滞留が発生する。
 
このような会社の事業特性から、製品、仕掛品、原材料
及び貯蔵品の回転期間が長期化しており、当該在庫金額
に重要性がある。
 
会社は上記のような状況を踏まえて長期滞留のたな卸資
産の評価に当たって、一定の滞留期間を超える場合に規
則的に帳簿価額を切り下げるとともに顧客による製品検
証プロセスの経過期間や進展状況を継続的に把握する
他、滞留期間や需要動向等の外部環境の変化を勘案して
貸借対照表価額を算定している。
 
長期滞留のたな卸資産には金額的重要性があること、た
な卸資産の評価減額の決定には経営者の判断が必要とな
るものもあることから、当監査法人は当該事項を監査上
の主要な検討事項に該当するものと判断した。
 

当監査法人は、たな卸資産の評価の妥当性を検討するに
当たり、主として以下の監査手続を実施した。
 

● たな卸資産の評価を適切に実施するために会社が構築
している内部統制の整備状況の検討及び運用評価を実
施した。

● たな卸資産の評価検討資料における諸数値（数量・金
額・入庫日）とたな卸資産管理システムにおける各記
録数値との一致を確かめた。

● 滞留期間や販売実績から販売が見込まれないリスクが
相対的に高いたな卸資産について、顧客による製品検
証プロセスの進展や需要動向に係る経営者の判断を聴
取し、たな卸資産の評価額に係る経営者の見積りの合
理性を検討した。

● 過年度のたな卸資産の評価減額と損失実績額を比較
し、経営者の見積りの精度を評価した。
 

 

　（省略）
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